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（（（（（開示事項の経開示事項の経開示事項の経開示事項の経開示事項の経過過過過過）））））第三者割当により発行し第三者割当により発行し第三者割当により発行し第三者割当により発行し第三者割当により発行した新株式の発行についた新株式の発行についた新株式の発行についた新株式の発行についた新株式の発行についててててて、、、、、

割当先による一部売却及割当先による一部売却及割当先による一部売却及割当先による一部売却及割当先による一部売却及び保有方針等に関するおび保有方針等に関するおび保有方針等に関するおび保有方針等に関するおび保有方針等に関するお知らせ知らせ知らせ知らせ知らせ

当社は、2026年１月30日付「第三者割当による新株式の発行に関するお知らせ」において開示い

たしました、第三者割当による新株式の発行（以下「本第三者割当増資」といいます。）に関し、

割当先による売却状況等について、下記のとおりお知らせいたします。

１１１１１．．．．．本開示の趣本開示の趣本開示の趣本開示の趣本開示の趣旨旨旨旨旨

当社は、2026年１月30日付開示において、割当先である權經訓氏の保有方針について、本第三者

割当増資の趣旨及び目的を十分に理解したうえで、取得する当社普通株式を中長期的に継続して保

有する方針であり、短期間で市場に売却することを想定していない旨を開示しておりました。

その後、割当先は、2026年７月以降、当該株式の一部について市場売却が行われておりますとこ

ろ、当社は、割当先よりその理由について当初想定していなかった資金需要が生じたためであると

の報告を受けております。

当社としては、当初開示した保有方針とは異なる売却状況が生じていることを踏まえ、本件に関

する経緯、割当先による売却状況及び今後の対応方針等についてお知らせするものであります。

２２２２２．．．．．割当先による新株式の一割当先による新株式の一割当先による新株式の一割当先による新株式の一割当先による新株式の一部売部売部売部売部売却却却却却

当社は、当初、割当先である權經訓氏より、本第三者割当増資による新株式の保有方針につい

て、本第三者割当増資の趣旨及び目的を理解し、中長期的に継続して保有する方針である旨の説明

を受けておりましたところ、その後、割当先において当初想定していなかった個人的な資金需要が

生じたことから、当該株式の一部を売却した旨の報告を受けております。

2026年９月15日現在、割当先による本第三者割当増資により取得した当社普通株式の売却状況

は、累計で865,000株となっており、当初割当株式数1,941,748株に対する割合は約44.55％であり

ます。なお、同日時点における残存保有株式数は1,076,748株であり、当初割当株式数に対する割

合は約54.45％であります。

2026年9月15日現在における、割当先による売却状況は以下のとおりです。

区区区区区分分分分分 株式株式株式株式株式数数数数数

当初割当株式数 1,941,748株

累計売却株式数 865,000株

当初割当株式数に対する売却割合 約44.55％

残存保有株式数 1,076,748株

当初割当株式数に対する残存保有割合 約54.45％



３３３３３．．．．．割当先の今後の保有方針割当先の今後の保有方針割当先の今後の保有方針割当先の今後の保有方針割当先の今後の保有方針及び当社の対及び当社の対及び当社の対及び当社の対及び当社の対応応応応応

当社は、割当先に対し、今後の保有方針について確認を行いましたところ、割当先からは、当初

想定していなかった個人的な資金需要が生じたことにより、保有株式の一部を売却したものであ

り、本第三者割当増資の趣旨及び当社の中長期的な企業価値向上に対する理解に変更はない旨の説

明を受けております。

当社としては、割当先の保有株式の処分について一方的に制限できる立場にはないものの、当初

開示内容との整合性、市場への影響等を踏まえ、割当先に対し、今後、追加的な資金需要その他の

事情により売却の必要が生じる場合には、事前に当社へ報告・協議するよう要請いたしました。

これに対し、割当先からは、2026年９月15日までの売却をもって一旦売却を終了し、2026年９月

16日以降については、残存保有株式を中長期的に継続保有する意向であり、現時点において追加売

却を予定していない旨の説明を受けております。

４４４４４．．．．．今後の方今後の方今後の方今後の方今後の方針針針針針

当社は、前述のとおり、割当先に対し、今後、追加的な資金需要その他の事情により売却の必要

が生じる場合には、事前に当社へ報告・協議するよう要請いたしました。

当社は、割当先から譲渡の報告を受けた場合には、引き続き所定の手続に従い、株式会社東京証

券取引所への報告その他必要な対応を適切に行ってまいります。

また、当社は、今後も、投資者の皆様に対する適時・適切な情報開示に努めるとともに、当社グ

ループの企業価値向上に向けた経営施策を着実に推進してまいります。

以 上


